
省
シ
シ
ヨ
9
g
・
還
寺
濁
時
也
岡
井
に
を
つ
?
に
国
念
仏
“
六
年
由
工
島
忠
・
虫
酸
随
堤
の
周
舗
の
鎚
館
一
天
文
の
頃
梅
臨

E
芳
之
を
土

E
カ
に
聞
い
て
露
日
曜
一
樹
山

a調
書
@
著
者
が
安
露
元
年
か
ら
そ
の

aLた

て
‘
甥
策
商
按
に
臨
ナ
る
。
初
め
同
偲
吉
崎
村
に
民
一

mm
人
槍
侮
が
あ
る
。
叉
寺
蟻
の
発
績
に
は
、
後
晦
才
一
と
捜
し
、
臨
桝
宗
紀
州
興
閥
寺
末
と
な
っ
た
が
、
元
一
明
治
廿
六
年
ま
で
に
作
っ
た
詩
三
千
曽
百
首
宥
著
伊

た

こ

と

が

あ

る

。

一

次

郎

定

次

の

名

が

あ

っ

て

mmに
せ
ら
れ
る
o
j
シ
崎
中
間
代
分
外
河
本
の
昨
延
武
に
移
L
、
同
時
中
凶
謙
一
の
年
次
に
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
三
十
五
年
創

ガ
ン
シ
ョ
ウ
ジ
顕
正
寺
鹿
島
郡
七
尾
に
在
つ
一
ど
フ
Y

シ
ョ
ウ
ミ
ン
ヱ
デ

y

観
的
明
人
倫
倒
。
ヵ
寺
米
に
特
じ
て
法
院
振
と
な
っ
た
o

一
子
降
越
は
‘
そ
の
中
四
百
除
首
守
按
き
、
小
肝
湖
山

て
、
堅
実
慌
に
臨
す
る
o
寺

殺

に

前

川

利

家

・

利

一

ネ

縮

。

ガ

ン

ジ

ヨ

ウ

ジ

ヤ

ク

シ

願

成

-

守

護

師

4
5
の
序
脅
得
て
、
思
議
叫
談
合
出
版
し
た
。

路
ふ
ら
賜
は
っ
た
欝
各
一
迦
が
あ
る
。
一
ガ
ン
タ
ヨ
ウ
ジ
願
成
寺
江
加
畑
勅
使
村
に
在
一
戸
ヨ
ウ
ジ
断
削
減
寺
ハ
珠
洲
)

0

ト
カ
ン
ス
ギ
イ
ズ
ム
ヒ
メ
ジ
ン
タ
ヤ
紳
杉
伊
豆
牟

ガ
ン
シ
ョ
ウ
ジ
顕
正
寺
岡
山
中
一
部
大
箱
に
在
つ
一
っ
て
、
民
宗
商
涯
に
臨
す
る
o
一
一
一
州
説
町
議
に
、
花
山
一
カ
ン
ジ
ヨ
ウ
ジ
ヨ
ウ
勘
定
按
能
美
術
勘
定
に
一
比
峰
神
社

J
カ
ム
ス
ギ
ノ
イ
ズ
ム
ヒ
メ
ジ
Y
ジ
ヤ

て
、
員
宗
東
一
献
に
鹿
す
る
。
一
法
皐
が
那
谷
寺
で
苦
行
し
給
ふ
時
、
一
一
保
天
引
か
ら
一
在
っ
た
。
能
尖
榔
れ
蹴
志
に
、
被
佑
符
の
宇
都
目
丹
一
瀞
杉
伊
一
段
牟
均
時
前
社

ガ
ン
シ
ョ
ウ
ジ
願
性
寺
石
川
郡
乙
丸
に
在
つ
一
一
調
度
を
塗
・
り
給
う
た
萄
跡
で
、
御
か
り
屋
奇
策
院
と
↑
披
守
が
取
出
の
城
で
、
波
佐
谷
の
山
約
き
の
地
で
あ
一
カ
ン
セ
イ
敏
生

4
エ
チ
ゼ

y
ヤ
カ

y
セ
イ

て
‘
興
宗
東
援
に
臆
す
る
。
明
治
十
一
年
八

R
同

郡

一

い

う

た

が

、

文

明

中

一

向

宗

と

な

り

、

願

成

寺

と

統

一

る

と

す

る

。

一

越

前

屋

放

生

。

相

川

新

か

ら

移

縛

し

た

。

一

し

た

と

あ

る

が

、

回

よ

b
信

じ

縫

い

。

一

カ

ン

シ

ロ

ジ

ン

ジ

ヤ

紳

代

締

結

4
カ
タ
ミ
ジ
一
ガ
ン
セ
イ
タ
願
清
寺
石
川
郡
北
聞
に
在
っ
て
、

ガ
ン
シ
ョ
ウ
ジ
願
書
寺
江
沼
郡
熊
坂
小
字
庄
一
ガ
ン
ジ
ヨ
ウ
ジ
願
成
寺
能
業
部
品
に
在
っ
て

J

y
ジ
ヤ
制
代
制
祉
o

一
員
宗
東
一
概
に
属
す
る
。
初
め
羽
咋
郡
午
首
に
問
た
が

司
谷
に
在
っ
て
、
由
民
宗
東
援
に
鹿
す
る
。
一
由
民
宗
東
援
に
毘
す
る
。
一
カ
ン
シ
ン
ジ
歓
信
寺
石
川
郡
宮
丸
に
在
っ
て
二
天
保
十
ご
年
今
の
地
に
移
縛
し
た
。

、明Mン
シ
ョ
ウ
ジ
願
勝
寺
能
奨
郡
今
江
に
あ
っ
一
ガ
ン
タ
ヨ
ウ
ジ
願
成
寺
訓
北
端
鉢
伏
に
在
つ
一
員
宗
取
波
に
臨
す
る
。
明
治
十
一
一
年
十
一
一
月
初
め
て
一
ガ
ン
セ
イ
ジ
願
誓
寺
江
泊
郡
長
谷
間
に
在
っ

て
、
員
宗
東
波
に
鴎
す
る
。
謹
如
の
消
息
第
ご
帖
第
一
て
、
民
宗
東
一
紙
に
臨
す
る
。
初
め
道
場
で
あ
っ
た
が
二
阿
部
長
島
に
於
い
て
寺
披
の
公
稽
や
・
詐
さ
れ
、
十
四
一
て
、
良
宗
東
涯
に
臨
す
る
。

十
三
逝
に
、
加
賀
の
願
勝
と
い
ふ
も
の
是
で
あ
る
と
一
明
治
ご
年
寺
脱
の
公
稽
・
官
許
さ
れ
た
。
年
六
月
今
の
地
に
移
っ
た
。
一
ガ
ン
セ
イ
ジ
願
醤
寺
以
来
郡
小
町
ハ
今
の
上
山
〉

い
ふ
。
本
願
寺
分
読
の
際
、
敬
知
か
ら
寺
撹
を
受
け
一
ガ
ン
ジ
ヨ
ウ
ジ
願
成
寺
鹿
島
郷
久
江
に
在
つ
…
カ
ン
シ
ン
セ
イ
デ
ン
替
紳
正
徳
一
加
。
続
出
一
に
あ
っ
て
、
民
宗
東
涯
に
邸
す
る
。
山
脱
は
難
関
山
。

た
。
初
め
今
江
に
あ
っ
た
が
、
元
和
五
年
間
部
符
・
樟
一
て
、
提
出
京
商
振
に
邸
す
る
。
初
め
M
泊
四
柳
村
に
日
~
U
M
胤
帯
。
前
川
氏
の
組
先
と
癖
せ
ら
れ
、
加
賀
椴
守
一
ガ
ン
ゼ
キ
ジ
ヨ
ウ
ノ
タ
タ
カ
ヒ
鰻
右
按
の
職

に

斡

じ

‘

寛

永

六

年

初

聞

に

復

し

た

。

一

た

こ

と

が

あ

る

。

一

で

あ

っ

た

抑

制

限

是

持

、

M
じ
〈
加
賀
椴
守
菅
原
謎
良
一
・
4
キ
ユ
ウ
Y
ユ
ウ
セ
イ
パ
ツ
九
州
征
伐
。

ガ
ン
ジ
ヨ
ウ
ジ
願
海
寺
石
川
郡
松
本
に
在
つ
一
ガ
ン
ジ
ヨ
ウ
ジ
隠
成
寺
以
前
都
民
同
に
在
つ
ト
の
郡
山
制
脅
併
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
ガ
ン
セ
ン
タ
原
錨
寺
能
楽
部
佐
突
に
在
っ
て
、

て
、
興
宗
東
一
概
に
鴎
す
る
。
も
と
遺
揚
で
あ
っ
た
が
一
て
、
提
出
案
一
献
に
鴎
す
る
。
↑
カ
ン
ジ
ン
ノ
ウ
勤
進
能
金
搾
に
於
け
る
能
大
一
興
宗
東
一
献
花
屈
す
る
。
寺
担
に
、
初
め
訓
北
側
山
純

-m

明
治
十
ご
年
六
月
寺
銃
の
公
穏
を
許
さ
れ
た
。
一
ガ
ン
ジ
ヨ
ウ
ジ
願
成
寺
珠
洲
郷
時
長
に
在
つ
一
夫
は
、
諸
俄
・
彼
宮
町
の
一
…
家
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
絢
一
坂
に
将
た
が
、
明
治
四
十
一
点
年
四
月
今
の
所
に
mw抑

ガ
ン
ジ
ヨ
ウ
ジ
願
成
寺
金
縛
二
十
人
町
に
在
一
て
、
民
言
宗
に
臨
す
る
。
能
積
れ
跡
志
に
、
『
時
間
代
村
一
郎
能
は
何
年
十
一
月
中
自
家
の
鋭
援
に
於
い
て
仔
は
一
し
た
と
あ
る
。

っ

て

、

提

宗

東

祇

に

属

す

る

。

も

と

越

市

嘱

波

郡

万

一

に

願

成

寺

と

い

う

て

鰐

寺

あ

り

。

本

館

第

附

如

策

。

一

れ

た

。

一

カ

ン

ソ

ウ

キ

閑

窓

記

一

加

。

大

野

木

氏

閉

が

.

利
に
在
っ
て
願
成
切
と
制
僻
し
た
の
含
.
天
明
七
年
金
一
元
は
鐙
ヶ
平
と
い
ふ
に
在
り
て
、
い
ろ
/
¥
不
思
総
一
カ
ン
ジ
ン
パ
勧
進
場
江
泊
郡
山
代
の
制
内
に
一
一
穴
和
三
年
病
床
に
在
っ
て
肢
ら
れ
ぬ
儲
心
に
号
か
ぶ

悌
に
移
台
、
明
治
十
二
年
寺
脱
を
縛
し
た
。
一
あ
っ
て
、
此
寺
へ
移
し
潜
る
と
有
o
』
と
見
え
、
寺
蹴
一
糊
漁
場
が
あ
る
。
一
に
山
代
新
と
も
い
ふ
。
一
こ
と
荷
担
し
た
も
の
と
い
ふ
。
点
事
肉
質
藤
明
泌
可

ガ
ン
ジ
ヨ
ウ
ジ
臨
成
寺
江
沼
郡
大
場
寺
町
の
一
に
本
館
木
造
袈
附
如
来
座
像
懇
切
八
七
樹
、
及
び
笛
一
カ
ン
ジ
ン
パ
シ
勧
進
一
宿
舎
一
様
浅
野
川
に
架
け
一
大
甫
の
鍛
が
あ
る
。

鍛
冶
町
に
在
っ
て
.
毘
宗
東
振
に
回
す
る
。
寺
包
に
一
本
隼
同
上
限
高
九
ご
劉
が
あ
っ
て
、
共
に
鍬
品
川
時
代
一
た
一
文
織
で
、
今
い
ふ
天
制
織
で
あ
る
。
一
文
橋
は
一
カ
ン
ソ
ウ
ジ
閑
窓
寺
臨
烏
部
七
原
に
在
っ
て

開
基
は
本
願
寺
ご
代
知
信
の
四
女
で
、
本
願
路
圧
尼
一
の
作
と
認
め
ら
れ
る
o
能
脅
作
仰
諜
附

理
翠
綾
詩
稿
十
回
答
。

前
回
利
家
に
召
出

こ
一
九

カ
ン


